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◆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
へ
主
体
的
な
参

加
を
支
援
す
る
仕
組
み
づ
く
り
を
検
討
し

ま
す
。

◆
防
犯
対
策

　
門
灯
の
点
灯
や
地
域
の
パ
ト
ロ
ー
ル
の

強
化
等
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

◆
防
災
対
策

　
東
南
海
・
南
海
地
震
対
策
推
進
地
域
の

指
定
を
受
け
、
津
波
か
ら
の
防
護
、
避
難

等
に
か
か
る
推
進
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

◆
交
通
安
全
対
策

　
交
通
安
全
教
育
の
充
実
と
、
交
通
安
全

施
設
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

◆
環
境
保
全
の
推
進

　
「
新
芦
屋
市
環
境
計
画(

仮
称)

」
を
策

定
し
ま
す
。

　
ま
た
、
緑
化
等
環
境
保
全
事
業
助
成
金

を
交
付
し
ま
す
。

◆
自
動
車
公
害
対
策

　
国
道
四
十
三
号
お
よ
び
阪
神
高
速
三
号

神
戸
線
の
自
動
車
排
出
ガ
ス
対
策
や
騒
音

対
策
等
を
引
き
続
き
国
等
に
要
望
し
ま
す
。

◆
資
源
の
再
利
用

問い合わせ　企画課　138-2009

ま
ち
づ
く
り
の
目
標

活
気
あ
ふ
れ
る
豊
か
な

生
活
環
境
づ
く
り

基本方針 芦屋市長  山中　健

　
私
は
、
第
十
八
代
芦

屋
市
長
に
就
任
す
る
に

当
た
り
、
全
て
の
事
務

事
業
を
見
直
し
、
四
年

間
で
財
政
再
建
の
め
ど

を
つ
け
る
こ
と
を
基
本

方
針
に
、
市
長
と
し
て

最
初
の
予
算
案
を
作
成

し
、
こ
こ
に
平
成
十
六

年
度
施
政
方
針
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　
財
政
再
建
・
行
政
改

革
の
推
進
、
市
民
参
画
・

協
働
の
推
進
、
震
災
復

興
の
総
仕
上
げ
を
市
政

ま
た
策
定
委
員
会
に
は
市
民
委
員
お
よ
び

市
民
グ
ル
ー
プ
や
各
種
団
体
の
代
表
者
等

に
参
画
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

　
社
会
福
祉
法
人
の
新
設
保
育
所
の
ス
ム

ー
ズ
な
開
所
に
向
け
て
、
準
備
を
進
め
ま
す
。

◆
障
害
者
福
祉

　
支
援
費
制
度
の
円
滑
な
運
営
を
図
り
、

利
用
者
本
位
の
サ
ー
ビ
ス
の
推
進
を
目
指

し
て
、
き
め
細
か
な
相
談
・
支
援
と
情
報

提
供
に
努
め
ま
す
。

　
福
祉
金
は
、
本
年
度
は
支
給
額
を
半
額

と
し
、
平
成
十
七
年
度
以
降
、
当
分
の
間

支
給
し
な
い
こ
と
と
し
ま
す
。

◆
低
所
得
者
対
策

　
引
き
続
き
個
々
の
ケ
ー
ス
に
応
じ
た
対

応
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ホ
ー
ム
レ
ス
の
自
立
支
援
を
行

い
ま
す
。

健
や
か
で
ぬ
く
も
り
の
あ
る

福
祉
社
会
づ
く
り

　平成16年第１回市議会定例会(２月27日)で、山中健市長が表明しました施政方針の概
要をお知らせします。
　施政方針の全文は、市役所北館１階行政情報コーナー、市ホームページでご覧になれ
ます。

の
最
重
要
課
題
と
し
て
位
置
付
け
て
お
り

ま
す
。

　
ま
た
、
「
芦
屋
庭
園
都
市
宣
言
」
の
も

と
、
花
と
緑
い
っ
ぱ
い
の
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
み
ま
す
。

ま
す
。

◆
商
工
行
政

　
芦
屋
市
中
小
企
業
融
資
制
度
に
よ
る
融

資
資
金
の
貸
付
利
率
を
、
〇
・
一
パ
ー
セ

ン
ト
引
き
下
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
活
力
あ
る
ま
ち
な
か
商
店
街
づ

く
り
促
進
事
業
を
継
続
実
施
し
ま
す
。

◆
消
費
者
行
政

　
増
加
す
る
一
方
の
消
費
生
活
相
談
を
迅

速
に
処
理
す
る
と
と
も
に
、
出
前
講
座
の

実
施
な
ど
市
民
啓
発
に
努
め
ま
す
。

本会議で平成16年度の施政方針を表明する
山中健市長

　
粗
大
ご
み
と
し
て
収
集
し
た
家
具
・
自

転
車
等
の
有
効
活
用
の
た
め
、
引
き
続
き

リ
ユ
ー
ス
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
ま
す
。

　
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
買
物
袋
持
参
運

動
等
を
他
団
体
と
協
働
し
て
引
き
続
き
実

施
し
ま
す
。

◆
不
法
投
棄
防
止
対
策

　
芦
屋
市
不
法
投
棄
防
止
協
議
会
で
対
応

を
協
議
す
る
と
と
も
に
、
職
員
に
よ
る
パ

ト
ロ
ー
ル
お
よ
び
排
出
者
調
査
を
行
い
ま

す
。

◆
ご
み
の
減
量
化
対
策

　
可
燃
ご
み
の
収
集
を
現
行
の
週
三
回
か

ら
週
二
回
に
改
め
、
新
た
に
紙
ご
み
を
資

源
と
し
て
分
別
収
集
し
ま
す
。

　
ま
た
、
ご
み
収
集
業
務
の
民
間
委
託
区

域
を
、
Ｊ
Ｒ
以
北
お
よ
び
楠
町
の
区
域
に

改
め
ま
す
。

◆
人
権
推
進

　
豊
か
な
人
権
文
化
を
育
み
、
市
民
が
お

互
い
を
認
め
合
い
な
が
ら
、
共
に
生
き
る

社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

◆
健
康
づ
く
り
の
推
進

　
が
ん
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
た
め
、

前
立
腺
が
ん
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

◆
市
立
芦
屋
病
院

　
今
後
の
市
立
芦
屋
病
院
あ
り
方
検
討
委

員
会
の
答
申
を
踏
ま
え
、
抜
本
的
な
改
革

に
着
手
し
ま
す
。

◆
救
急
業
務

　
救
急
救
命
士
の
病
院
実
習
お
よ
び
救
急

救
命
士
の
再
教
育
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
普
通
救
命
講
習
会
を
引
き
続
き

開
催
し
ま
す
。

◆
国
民
健
康
保
険

　
一
般
被
保
険
者
お
よ
び
退
職
被
保
険
者

に
係
る
保
険
料
基
礎
賦
課
額
の
限
度
額
を

五
十
三
万
円
に
、
ま
た
、
介
護
納
付
金
に

係
る
保
険
料
の
賦
課
限
度
額
を
八
万
円
に

引
き
上
げ
ま
す
。

◆
高
齢
者
福
祉

　
生
活
支
援
や
介
護
予
防
事
業
を
重
点
に

取
り
組
み
ま
す
。

　
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
を
そ
の
拠
点

と
し
て
位
置
付
け
、
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
地
域
ケ
ア
会
議
に
お
い
て
、
サ
ー
ビ
ス
・

地
域
ケ
ア
の
総
合
調
整
を
行
い
ま
す
。

　
民
間
事
業
者
に
よ
る
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
建
設
へ
向
け
て
準
備
を
進
め
ま
す
。

◆
介
護
保
険

　
介
護
給
付
等
対
象
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
に

努
め
る
と
と
も
に
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

リ
ー
ダ
ー
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

◆
子
育
て
支
援

　
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
を
策
定
し

ま
す
。

　
策
定
時
に
は
、
地
域
協
議
会
を
設
置
し
、

□
教
育
委
員
会
の
事
業

◆
学
校
教
育

　
保
護
者
・
地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
る
、
特

色
あ
る
学
校
園
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
や
避
難

訓
練
の
実
施
等
、
危
機
管
理
意
識
の
高
揚

を
図
り
ま
す
。

　
基
礎
・
基
本
の
学
習
内
容
が
、
全
て
の

児
童
生
徒
に
十
分
習
得
で
き
る
よ
う
努
め

ま
す
。

　
学
習
状
況
等
が
目
標
に
到
達
し
て
い
る

か
客
観
的
に
評
価
し
、
指
導
の
改
善
に
反

映
さ
せ
ま
す
。

　
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
は
、
自
ら
学

び
考
え
判
断
で
き
る
子
ど
も
の
育
成
に
努

め
ま
す
。

　
基
本
的
な
生
活
習
慣
や
善
悪
の
判
断
力

を
培
い
、
好
ま
し
い
人
間
関
係
を
築
い
て

か
ん
よ
う

い
く
中
で
、
道
徳
性
や
社
会
性
の
涵
養
に

努
め
ま
す
。

　
児
童
生
徒
の

情
報
活
用
能
力

向
上
や
情
報
発

信
に
伴
う
責
任

な
ど
情
報
モ
ラ

ル
の
育
成
に
努

め
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
活

動
や
文
化
活
動
に
お
い
て
は
、
児
童
生
徒

が
自
ら
心
身
の
健
康
の
保
持
増
進
を
図
る

健
康
教
育
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　
神
戸
第
一
学
区
と
の
統
合
を
視
野
に
入

れ
た
進
路
指
導
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

◆
教
職
員
の
資
質
の
向
上

　
教
育
公
務
員
と
し
て
の
使
命
感
と
倫
理

観
を
高
め
、
専
門
性
と
実
践
的
指
導
力
の

向
上
を
図
り
ま
す
。

◆
高
等
学
校

　
平
成
十
七
年
度
に
向
け
て
の
募
集
か
ら

停
止
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
幼
稚
園

　
保
護
者
を
は
じ
め
地
域
の
皆
さ
ん
の
理

解
を
得
な
が
ら
平
成
十
八
年
度
末
で
一
園

の
廃
園
を
検
討
し
ま
す
。

◆
学
校
園
の
施
設

　
精
道
小
学
校
校
舎
建
て
替
え
工
事
の
着

手
を
は
じ
め
、
施
設
設
備
の
改
善
を
行
い

ま
す
。

◆
社
会
教
育

　
社
会
教
育
施
設
に
お
い
て
、
市
民
の
皆

さ
ん
へ
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
機
会
の
提
供

に
努
め
ま
す
。

◆
社
会
教
育
施
設
の
管
理
運
営

　
社
会
教
育
施
設
の
管
理
運
営
業
務
等
に

民
間
活
力
の
導
入
を
検
討
し
ま
す
。

　
ま
た
、
文
化
振
興
財
団
は
、
根
本
的
な

見
直
し
を
検
討
し
ま
す
。

◆
家
庭
教
育

　
子
育
て
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
講
座
や
公

民
館
講
座
等
で
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
提
供
し
ま
す
。

　
子
育
て
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
に
よ
る
電
話
相

談
お
よ
び
子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成

等
を
行
い
ま
す
。

◆
ス
ポ
ー
ツ
振
興

　
ス
ポ
ー
ツ
・
フ
ォ
ア
・
エ
ブ
リ
ワ
ン
を

目
指
し
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
を
図
り

ま
す
。

　
平
成
十
八
年
に
兵
庫
県
で
開
催
さ
れ
る

第
六
十
一
回
国
民
体
育
大
会
に
つ
い
て
、

広
報
・
市
民
運
動
を
中
心
に
諸
準
備
を
進

め
ま
す
。

□
教
育
委
員
会
以
外
の
事
業

◆
文
化
事
業

　
第
十
六
回
兵
庫
の
ま
つ
り
―
ふ
れ
あ
い

の
祭
典
で
、
「
短
歌
祭
」
を
県
と
共
催
で

行
い
ま
す
。

◆
男
女
共
同
参
画
施
策

　
性
別
役
割
分
担
意
識
を
見
直
す
た
め
の

啓
発
と
市
民
や
事
業
者
、
関
係
団
体
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
ま
す
。

　
本
年
度
に
女
性
消
防
職
員
を
採
用
し
ま

す
。

◆
国
際
交
流
事
業

　
モ
ン
テ
ベ
ロ
市
と
の
交
換
学
生
事
業
な

ど
、
国
際
交
流
協
会
と
連
携
し
、
友
好
の

絆
を
深
め
ま
す
。

　
市
内
在
住
の
外
国
人
へ
の
情
報
提
供
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

◆
芦
屋
庭
園
都
市
宣
言

　
本
年
一
月
一
日
付
で
行
っ
た
「
芦
屋
庭

園
都
市
宣
言
」
に
基
づ
き
、
市
民
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

取
り
ま
と
め
、
取
り
組
み
ま
す
。

◆
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

　
将
来
の
課
題
に
対
応
で
き
る
個
性
豊
か

な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を
目
指
し
、
本
年

度
末
の
策
定
を
め
ど
に
、
作
業
を
進
め
ま

す
。

◆
景
観
形
成
事
業

　
景
観
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議
や
景
観
条
例

に
基
づ
く
指
導
、
助
言
を
行
い
、
景
観
に

配
慮
し
た
緑
ゆ
た
か
な
美
し
い
芦
屋
を
目

指
し
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

◆
建
築
行
政

　
芦
屋
市
建
築
物
安
全
安
心
実
施
計
画
の

き
ょ
う
あ
い

推
進
や
、
芦
屋
市
狭
隘
道
路
拡
幅
整
備
事

業
を
実
施
し
ま
す
。

◆
南
芦
屋
浜
地
区
の
ま
ち
づ
く
り

　
本
年
四
月
に
マ
リ
ー
ナ
が
開

港
し
、
隣
接
す
る
セ
ン
タ
ー
地

区
の
施
設
整
備
が
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
。
本
年
秋
頃
に
、
第
二

期
分
の
住
宅
分
譲
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

◆
震
災
復
興
土
地
区
画
整
理
事

　
業

　
西
部
第
二
地
区
に
つ
い
て
本

年
度
完
成
を
目
指
し
て
事
業
を

進
め
ま
す
。

◆
山
手
幹
線
の
整
備

　
西
工
区
お
よ
び
東
工
区
で
用

地
買
収
の
整
っ
た
区
域
か
ら
道

路
工
事
に
着
手
し
、
早
期
完
成

を
目
指
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
芦
屋
川
ト
ン
ネ
ル
部
の
詳
細
設
計
は
、

本
年
度
中
に
成
果
を
ま
と
め
ま
す
。

◆
駐
輪
対
策

　
駅
周
辺
の
放
置
自
転
車
対
策
等
を
関
係

機
関
に
要
望
し
ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
芦
屋
駅
北
自
転
車
駐
車
場
等
の
整

備
改
修
を
行
い
ま
す
。

◆
芦
屋
市
火
葬
場
の
建
て
替
え

　
本
年
十
一
月
か
ら
供
用
開
始
の
予
定
で

事
業
を
進
め
、
供
用
開
始
後
は
適
切
な
運

営
と
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。

　
使
用
料
を
改
定
し
ま
す
。

◆
上
水
道
事
業

　
本
年
四
月
一
日
の
水
質
基
準
改
正
に
併

せ
、
水
質
検
査
計
画
を
新
た
に
公
表
し
ま

す
。

　
平
成
十
七
年
度
か
ら
の
四
年
間
の
財
政

収
支
の
見
通
し
を
た
て
、
水
道
料
金
の
改

定
に
つ
い
て
も
検
討
し
ま
す
。

◆
下
水
道
事
業

　
六
麓
荘
地
区
都
市
基
盤
整
備
事
業
の
継

続
と
老
朽
管
の
更
生
・
布
設
替
事
業
に
取

り
組
み
ま
す
。

　◆
市
民
参
画
の
ま
ち
づ
く
り

　
ま
ち
の
新
し
い
魅
力
の
創
出
と
活
性
化

を
目
指
し
、
市
民
参
画
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策

定
し
ま
す
。

◆
広
報

　
広
報
紙
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

広
報
チ
ャ
ン
ネ
ル
等
を
活
用
す
る
と
と
も

に
、
電
子
自
治
体
へ
の
対
応
と
し
て
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

◆
個
人
情
報
保
護

　
芦
屋
市
個
人
情
報
保
護
条
例
で
、
個
人

情
報
の
適
正
な
取
り
扱
い
に
関
し
必
要
な

事
項
を
定
め
、
個
人
の
権
利
・
利
益
を
保

護
し
ま
す
。

◆
広
聴

　
芦
屋
市
自
治
会
連
合
会
主
催
の
ま
ち
づ

く
り
懇
談
会
を
引
き
続
き
開
催
す
る
た
め
、

関
係
の
皆
さ
ん
と
協
議
し
ま
す
。

◆
Ｉ
Ｔ
化
の
推
進

　
本
年
度
か
ら
、
戸
籍
シ
ス
テ
ム
の
開
発

に
取
り
組
み
ま
す
。

人
と
文
化
を
育
て
る
ま
ち
づ
く
り

日　　時　４月10日(土)午前10時～11時30分
会　　場　ルナ・ホール
講　　師　国立民族学博物館教授・石森秀三氏
申し込み　直接会場へ

の公民館講座

春
公民館講座開講記念講演会

定員・受講料
100人
1,800円

100人
1,200円

100人
1,200円

30人
1,800円
託児あり
16人
3,000円

18人
6,000円

ふりかえれば未来
    －江戸時代に学ぶ日本の未来

日　時
４月24日～９月18日
全６回､土曜日
午後２時～３時30分
５月31日～７月５日
全４回､月曜日
午前10時30分～正午
５月６日～６月17日
全４回､木曜日
午前10時～11時30分
５月12日～６月23日
全７回､水曜日
午前10時～11時30分
５月７日～６月４日
全４回､金曜日
午前９時30分～11時
30分
５月８日～６月12日
全６回､土曜日
午前９時30分～11時
30分

講座名／講座内容／講師
①世界はニュースだけではわからない(時事経済解説)
鳥インフルエンザの「真実」を知る／高木道浩氏(神戸大学)
以降のテーマ・講師は直前回にお知らせします。
②漢字と書－いま漢字を考える
漢字の成り立ち／一海知義氏(神戸大学)　
なぜ王羲之は書聖なのか／魚住和晃氏(神戸大学)　　　　　　
③歌舞伎と大阪学－「助六」ってなんだんねん
歌舞伎いろは塾・入門／船木浩司氏(歌舞伎文化研究家)
大阪学の「助六」－食から見て／前垣和義氏(大阪研究家)ほか
④幼児教育学級－いつも心に太陽を　おいしく食べて健やかに
子どもの豊かな心を育てる／内藤勇次氏(神戸女子大学)
心と体を育む食卓を／鈴木秋子氏(武庫川女子大学)ほか
⑤デジタルビデオカメラ映像をパソコンで編集しよう
　／片山綾子氏
デジタルビデオカメラとＸＰノートパソコン、パソコンに取り
組むためのケーブル等を持参できるかた対象
⑥ポストＩＴ講習　Ｗｅｂでデジカメ
ホームページ掲載やメール添付のためのデジカメ画像加工、
Webでの公開

問い合わせ　公民館　135-0700(〒659-0068 業平町8-24)

会　　場　いずれも、市民センター
申し込み　①～⑤は往復はがきに(複数の講座も１枚のはがきで可)、講座名、住所、氏名、電話番号、
　　　　　年齢、性別を記入し４月12日(月)＜消印有効＞までに公民館へ郵送。⑥の講座はホームペ　
　　　　　ージ(http://www.city.ashiya.hyogo.jp/acc/kominkan.html)から(往復はがき不可)
 　　　　　応募者多数の場合抽選(市内在住者優先)
 　　　　　講座の初回に各講義室で。受講料は全回通しの金額。受講料の返金はできません。
託　　児　１回300円。２歳児以上就学前の幼児。はがきに「託児希望」と記入してください。

快
適
で
う
る
お
い
の
あ
る

都
市
づ
く
り

　
電
子
申
請
に
つ
い
て
、
兵
庫
県
電
子
自

治
体
推
進
協
議
会
中
心
の
共
同
運
営
シ
ス

テ
ム
に
参
加
し
ま
す
。

◆
人
事
評
価

　
本
年
度
か
ら
、
課
長
級
以
上
の
職
員
を

対
象
に
、
目
標
に
よ
る
管
理
を
試
行
的
に

実
施
し
ま
す
。

◆
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム

　
昨
年
度
か
ら
導
入
し
た
外
部
評
価
を
充

実
し
、
全
事
務
事
業
を
評
価
対
象
に
行
政

評
価
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
進
め
ま
す
。

平成16年度 施政方針の概要

南芦屋浜の親水公園

受 講 料

市
民
と
協
働
し
て
つ
く
る

自
立
し
た
行
政
基
盤
づ
く
り

　
特
定
商
取
引
法
施
行
令
改
正
　
　

　
転
居
で
通
え
な
く
な
っ
た
の
に
パ

ソ
コ
ン
教
室
が
解
約
に
応
じ
て
く
れ

な
い
、
結
婚
相
談
所
が
契
約
ど
お
り

に
相
手
を
紹
介
し
て
く
れ
ず
、
解
約

に
も
応
じ
な
い
、
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル

が
全
国
的
に
増
加
し
て
お
り
、
パ
ソ

コ
ン
教
室
と
結
婚
相
手
紹
介
サ
ー
ビ

ス
が
法
の
規
制
対
象
に
な
り
ま
し
た
。

　
規
制
内
容
は

★
契
約
書
の
書
面
交
付
の
義
務
付
け

★
不
適
正
な
勧
誘
行
為
の
禁
止

★
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
の
設
定

(

契
約
書
受
領
日
か
ら
八
日
以
内
、
パ
ソ
コ
ン
・
ア
ク
セ
サ

リ
ー
な
ど
の
関
連
商
品
も
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き
る)

★
中
途
解
約
が
認
め
ら
れ
、
損
害
賠
償
額(

解
約
手
数

料)

の
上
限
が
設
定
さ
れ
た

〔
中
途
解
約
時
の
解
約
手
数
料
〕

こちら消費生活センターです
問い合わせ　経済課内　138-2034

問い合わせ　公民館　
135-0700(〒659-0068 業平町8-24)

公民館音楽会　スプリング・コンサート
日　時　４月24日(土)午後１時30分～３時
会　場　市民センター・音楽室　
出　演　明日香都(シンガー)
　　　　福島洋一(ピアノ)
曲　目　すみれの花咲く頃／星に願いを
　　　　愛はルフラン　ほか
参加費　500円
申し込み　往復はがきに、参加者全員の氏名・住所・電
　　　　　話番号を記入の上、４月12日(月)までに公民
　　　　　館へ

サービス開始前
①
提
供
さ
れ
た
サ
ー

ビ
ス
の
対
価
相
当
額

＋

②
五
万
円
ま
た
は
契

約
残
額
の
二
〇
パ
ー

セ
ン
ト
の
い
ず
れ
か

低
い
額
　

パ
ソ
コ
ン
教
室

結
婚
相
手
紹
介

サ
ー
ビ
ス

　
今
年
一
月
一
日
以
降
の
契
約
に
有
効
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

①
提
供
さ
れ
た
サ
ー

ビ
ス
の
対
価
相
当
額

＋

②
二
万
円
ま
た
は
契

約
残
額
の
二
〇
パ
ー

セ
ン
ト
の
い
ず
れ
か

低
い
額

「近代女性　生活様式　芦屋流」 問い合わせ　美術博物館　138-5432

会　期　４月24日～５月30日、月曜日休館(５月３
　　　　日開館、５月６日休館)、午前10時～午後
　　　　５時(入館は午後４時30分まで)
会　場　美術博物館
観覧料　一般300円、大高生200円、中学生以下無料

４月24日(土)
ギャラリー・トーク
５月15日(土)
レクチャー「芦屋・女性・
文化」
＊いずれも午後２時～３時
　30分
＊要観覧券

　芦屋ならではのモダニズム文化を象徴する５人
はつらつ

に着目し、溌剌とスタイリッシュに時代を駆け抜
けた女性たちのライフスタイルをご紹介します。

関連企画

中山岩太《黒い扇》
(中山正子像)

同時開催
常設展「壁ヲ通過スル。」
歴史企画展「写真で見る“あしや”120年の軌跡」　６月27日まで

サービス開始後
上
限
一
万
五
千
円

上
限
三
万
円

9ch.広報�ガイド�テレビ�テレビ� 番組�

芦屋市政キララ！

　・その他のニュース

　・広報トピックス

世界の童謡

ミニ特集　

市民の時間　

イベント案内

※4月25日(日)は「J-COMプレビューデー」のため、上記番組の放送はありません。
■番組に関する問い合わせ　広報課　138-2006
■CATV全般に関する問い合わせ
 ㈱ケーブルネット神戸芦屋(J-COM Broadband神戸・芦屋)　70120-13-8160

４
月

① 8 :00

②11:30

③16:00

④19:30

⑤22:30

※VTRの
　貸出可

　

「新しい芦屋～潮芦屋」

「気をつけよう！ゆすり・たかり」
「行ってみました芦屋温泉」
「市民チャリティゴルフ大会」
「山まつり」

明日香 都

放送時間
〔30分〕

サーティ
min.芦屋広報番組　あしや30


